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2 月 10 日、JR グループ労組連絡会は、大阪市「TKP ガーデンシティ大阪リバーサイド」をメイン

とする 5 会場をオンライン会議システムで繋ぎ、2022 春闘総決起集会を開催し、JR 貨物連合から、

小早川副会長（中国ロジ労組）・山田事務局長（南関東ロジ労組）・小山事務局長（貨物鉄産労）が

出席をしました。長期化するコロナ禍によって、JR 産業は壊滅的なダメージを受けています。 

JR 貨物グループでは実施されていませんが、雇用調整金を活用した一時帰休や雇用調整を目的と

した在籍出向が未だ継続実施され、さらには年末一時金についても大幅減額されるなど、まさに JR

産業全体が雇用と生活の不安に覆われ、目下、将来を不安視する若年層を中心に離職が進行し、人

財流出は喫緊の課題となっています。 

そうした状況下で迎える 2022 春季生活闘争は、強固な団結のもと、加盟全単組（ＪＲ産別 7 単

組・グループ 92 単組）が「未来志向」「ONE TEAM」で、今次闘争を戦い抜く決意を固めあいました。 

 

≪2022 春季生活闘争の基調》 

●ＪＲ産業に「安心」を取り戻すべく、「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」で春季生活闘争に臨む 

●月例賃金にこだわった処遇改善の取り組み、あらゆる「人材への投資」を実現する 

●急速な社会変容と向き合い、意欲と能力の発揮を可能とする働き方を実現する 

●ＪＲグループ内における格差是正・労働条件の底上げを実現する 

 

＜具体的な要求内容＞ 

（１）年度初における定期昇給の完全実施を求めます。なお、定期昇給制度が確立されていな 

   い単組は、制度の確立と併せ、定期昇給相当分（５，０００円）の確実な確保を求め 

   ます。 

（２）その上で、総合生活改善や格差是正の観点に立って、賃金をはじめとする労働諸条件 

   の改善原資として、月例賃金総額２％相当分を求めます。そのうち、１，０００円を 

   目安に純ベア統一要求を行います。 

（３）要求方式は、平均賃上げ方式と個別賃上げ方式の併用とします。 

（４）純ベア要求以外の諸労働条件改善要求について、各単組は手当偏重型の賃金制度改善 

   や柔軟な就労環境の整備に資する要求項目を盛り込むこととします。 

 


